
して午後からはクリスマス会が開かれました。
サンタクロースとツリー、雪だるまに、トナカイ

役？の恐竜が登場し、お芝居あり、体操あり、ハンド
ベルありのこれぞ至福の園！と言わんばかりのハチャ
メチャな劇に利用者の皆様はお腹を抱えて大笑い！社長
サンタは今年も大人気で皆様嬉しそうにプレゼント
を受け取ってくださいました。

たでいけ至福の園といえば利用者様の笑顔が溢れるイベント。

2025年から2026年にかけての年末年始も笑顔満開でした。

リスマスには目の前でハンバーグを焼き上げ
るオープンキッチン。いい香りにつられて間近

で待つ利用者様も。皆様にお誘いいただき、社長も
一緒にランチを食べました。大好評のケーキバイキン
グもあっという間になくなり、見た目、香り、焼き
音、味と五感が大満足なランチでした♪

2026年も職員一丸となって
皆様の笑顔が溢れるイベントを企画していきます！

ずは毎年恒例の鍋パーティ。口腔栄養
科特製お鍋を職員や農業高校の生徒

さんと一緒に囲みます。今年はノンアルコール
ビールもご準備し、みんなでかんぱーい！

みんなで食べると特別美味しいわぁ　と嬉し
いお言葉も頂いちゃいました。

年最初の笑顔はやっぱりおせち。
今年も　豪華やね　 美味しいよ　

と召し上がってくださいました。毎年お正月
から美味しい笑顔をお年玉代わりに頂いて
いる職員たちです。

クリスマスも！お正月も！

ハラケアは年末年始も笑顔満載！！

ま
ク

そ今

皆様新年あけましておめでとうございます。
三股町は穏やかな新年となりましたが、インフルエンザ流行警報発令中のため断腸の思いで
面会をお断りせざるを得ず、そういう意味では大変心苦しい新年となりました。
ハラケアシステムもおかげさまで11年目を迎えました。
新たな10年のスタートとして、利用者様、ご家族様そして地域の皆様の笑顔のために、さらに
次元の高いケアを実践し、三股町のまちづくりにも貢献できる企業へと進化させていく覚悟です。
本年もスタッフ一丸となって取り組んでまいりますので、ご理解とご協力のほどどうぞよろしく
お願い申し上げます。

株式会社ハラケアシステム　代表取締役社長　原 秀直
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あなたにとって安心できる家であるために ...
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日々の情報から採用情報まで 情報もりだくさん！
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  くらしの保健室
 t e t o t e
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手と手から
サンタクロース出動！？

偲びのカンファレンス
〜利用者様の人生にとことん寄り添うケアを〜

　毎年恒例になった職員への年越しそばの振る舞い。2025
年の年末は三股中まちづくり部の力もお借りして、職員だけで
なく地域の皆様へ向けて大々的に開催しました。
　温かいお蕎麦を昨年より大量に準備して、中学生も職員も
気合十分です！定刻になると、休憩に入った職員や地域の皆様
であっという間に大にぎわい！美味しいお蕎麦におかわりが
止まらない職員や、顔見知り同士で談笑する方々、差し入れを
持ってきてくださるご近所の方も！小さいお子さんたちから
ご年配の方達まで、まちづくり部の中学生とハラケアの職員
たちを中心に、これぞ至福の園、という光景で2025年最高の
締めくくりになりました。
　2026年も地域の皆様を笑顔にする企業であれるよう、職員
一丸となって頑張ってまいります！

　たでいけ至福の園は利用者様の人生にとことん寄り添う介護施設。ここで最期の時を迎える利用者様も
たくさんいらっしゃいます。この10年間でたくさんの利用者様と出会い、また見送ってきました。そして
そのお一人おひとりを職員みんなで偲ぶ時間を作っています。

　せっかくのクリスマス、利用者様に楽しんでもらおう！
と、くらしの保健室 手と手の訪問看護のメンバーが サンタ
クロースに変身♪ 利用者様に手作りのクリスマスカードと
笑顔を届けてきました。

メリークリスマス！サンタが来ましたよ～！　

とご挨拶すると皆さんニコニコ。

　あなたが来ると楽しくて元気になるよ

今年はまちづくり部と！

年越しそば振る舞い

　先日は、お亡くなりになった利用者様のご家族様がたくさんの
リンゴを持ってきてくださいました。せっかくの機会なので、職員み
んなでリンゴを食べながらその利用者様の思い出話をすることに。

厳しい中にも温かさのある方だった

博識な方でこんなことを教わった

家族が増えたことを報告するととても喜んでくれた

などなど、たくさんの思い出話が飛び交い、その方を知らない新入職員にも、利用者様と私たちの関係性
や素敵な思い出を改めて共有することができました。

　「その方の人生にとことん寄り添う」ケアを目指すハラケアシステムは、利用者様に合わせて柔軟に
変化を続けています。お一人おひとりの利用者様との出会いが今のハラケアシステムを作ってきました。
今後もこれまでの思い出や学びと共に、お一人おひとりにとことん寄り添うケアを続けていきます。

と嬉しいお言葉もいただきました。
くらしの保健室 手と手は今年も元気と笑顔
をお届けします！


